













































































































孟~ 旧西ドイツ フランス イキfリス ベルギー オランタホ
1cコ』 計万人 155.7 117.3 82.1 24.6 
ト jレ コ 32.8% 2.0% 0.8% 4.1% 
ユーゴスラピア 18.3 2.6 0.4 1.0 
イ タ ア 11.4 7.2 6.9 28.3 
ギ シ ア 6.5 0.1 0.9 1.6 
ス J¥ '‘ イ ン 4.1 9.4 1.8 6.6 
ポ ノレ ト ヵー ノレ 2.3 29.9 0.2 8.0 
アイノレラ ン ド 0.1 0.1 32.6 0.2 
アノレジェ ア 0.1 16.2 0.0 0.7 
モ ロ 'Y コ 1.0 11.2 0.4 6.8 
そ の 他 23.4 21.3 56.0 42.7 
統計年次は1987年。ただしフランスは1986年、イギリスおよびベルギーについては1985年。




























































































































































ト、インド、パングラディシュおよびフィリピンのそれは、 111.5万人、 18.1万人、 9.0万人お












































































































1人当り G N Pと人口増加率第 1図
ちなみに世界の主要な外国人労働力の受け入れ国および送出国の 1人当り GN P (1988年)と
をみると、第 1図のようになるo すなわち 1人当り GNPという尺人口増加率(1985--88年)
度を用いて、その格差をみると、外国人労働力の受け入れ国と送出国との聞には、経済的に絶






















































































































































日西欧 中南米三 ソ連 西アジア東アジア南アジア
北米: オセアニア 東欧 アフリ力東南アジア











日西欧 中南米 ソ連 西アジア東アジア南アザア
北米 オセア二ア 東欧 アフリ力東南アジア
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